
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
平
成
28
年
が
明
け
、
本

日
、
３
学
期
が
始
ま
り
ま
し
た
。

充
実
し
た
冬
休
み
を
過
ご
し
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。

今
年
の
干
支
は
申
で
す
。
申
の

イ
ラ
ス
ト
を
年
賀
状
に
使
っ
た
人

も
多
い
と
思
い
ま
す
。
「
さ
る
ど

し
」
の
「
さ
る
」
は
ど
う
い
う
漢

字
か
知
っ
て
い
ま
す
か
。
動
物
の

「
さ
る
」
は
「
猿
」
と
書
き
ま
す

が
、
「
さ
る
ど
し
」
の
「
さ
る
」

は
こ
の
漢
字
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
申
」
と
い
う
漢
字
を
書
き
ま
す
。

「
申
」
と
「
猿
」
は
ど
う
い
う

関
係
で
し
ょ
う
か
。
朝
日
新
聞
の

１
月
５
日
の
天
声
人
語
に
よ
れ
ば
、

「
申
」
と
い
う
字
に
「
猿
」
の
意

味
は
な
く
、
関
係
は
な
い
そ
う
で

す
。
「
申
」
は
、
も
と
も
と
は
鋭

く
光
る
稲
妻
を
描
い
た
甲
骨
文
字

で
、
ピ
カ
ッ
と
光
り
、
地
上
に
向

か
っ
て
伸
び
る
こ
と
か
ら
、
相
手

に
何
か
を
伝
え
る
意
味
で
使
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い

蒼
雲

MITOYA

島根三刀屋

県立 高 校
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刀 屋 高 等 学三 校

三
刀
屋
高
校
を
ご
支
援
し
て
い
た
だ
き
ま
す
皆
様
へ

初
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

三
刀
屋
高
等
学
校
教
職
員
一
同

校
長

恩
田

佳
雄

年頭挨拶

ま
す
。
「
意
見
な
ど
を
申
し
述
べ

る
」
「
申
請
」
「
申
告
」
な
ど
と

使
わ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、

「
申
年
」
は
漢
字
の
意
味
か
ら
す

る
と
「
自
分
の
意
見
を
相
手
に
伝

え
る
年
」
と
言
え
ま
す
。

２
学
期
終
業
式
で
「
責
任
十
代
」

と
い
う
話
を
し
ま
し
た
。
70
年
ぶ

り
に
公
職
選
挙
法
が
改
正
さ
れ
、

今
年
は
歴
史
に
残
る
年
と
な
り
ま

す
。
18
歳
か
ら
投
票
権
が
与
え
ら

れ
、
予
定
で
は
こ
の
夏
の
参
議
院

選
挙
か
ら
投
票
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
こ
の
「
申
」
の
も
と
も
と

の
意
味
の
如
く
、
「
自
分
の
意
見

を
持
ち
、
そ
れ
を
申
し
述
べ
て
ほ

し
い
」
「
自
分
は
こ
う
思
う
」
と

自
分
の
意
見
を
述
べ
て
ほ
し
い
。

「
猿
ま
ね
」
で
は
な
く
、
自
分
の

意
見
を
ど
う
ど
う
と
述
べ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

も
う
一
つ
「
申
年
」
に
ち
な
ん

だ
話
を
し
ま
す
。
三
猿
と
い
う
言

葉
が
あ
り
ま
す
。
猿
が
目
を
覆
い

（
見
ざ
る
）
、
耳
を
覆
い
（
聞
か

ざ
る
）
、
口
を
覆
う
（
言
わ
ざ
る
）

ポ
ー
ズ
を
と
っ
て
い
る
イ
ラ
ス
ト

平成28年

正月

を
見
た
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

「
見
ざ
る
、
言
わ
ざ
る
、
聞
か

ざ
る
」
の
意
味
は
２
つ
あ
り
ま
す
。

一
つ
は
、
「
自
分
に
都
合
の
悪
い

こ
と
は
、
見
な
い
、
聞
か
な
い
、

言
わ
な
い
」
「
自
分
に
都
合
の
悪

い
こ
と
は
あ
え
て
知
ら
な
い
ふ
り

を
す
る
」
こ
と
で
、
「
猿
を
決
め

込
む
」
と
い
う
言
葉
も
あ
り
ま
す
。

二
つ
目
は
、
こ
れ
が
本
来
の
意

味
だ
そ
う
で
す
が
、
「
他
人
の
欠

点
や
悪
い
と
こ
ろ
を
見
な
い
、
聞

か
な
い
、
言
わ
な
い
」
と
い
う
戒

め
で
す
。
人
の
あ
ら
さ
が
し
を
し

た
り
、
人
の
悪
口
は
言
わ
な
い
。

今
風
で
言
え
ば
、
人
の
あ
ら
捜
し

を
し
て
、
ネ
ッ
ト
に
載
せ
た
り
し

な
い
。
集
団
生
活
や
学
校
生
活
を

お
く
る
上
で
の
戒
め
で
す
。

こ
の
三
猿
は
、
日
本
語
の
猿
と
、

「
ざ
る
」
の
語
呂
が
い
い
の
で
、

日
本
だ
け
で
使
わ
れ
る
表
現
だ
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
同
じ
も
の

が
中
国
、
朝
鮮
だ
け
で
な
く
、
イ

ン
ド
、
さ
ら
に
は
エ
ジ
プ
ト
な
ど
、

世
界
各
地
に
あ
る
そ
う
で
す
。
英

語
に
もT

hr
e
e
w
i
s
e
m
on
k
e
ys

と

い
う
表
現
が
あ
り
ま
す
。
イ
ン
ド

独
立
の
父
マ
ハ
ト
マ
・
ガ
ン
ジ
ー

は
、
常
に
３
匹
の
猿
の
像
を
身
に

つ
け
、
「
悪
を
見
る
な
、
悪
を
聞

く
な
、
悪
を
言
う
な
」
と
教
え
て

い
た
そ
う
で
す
。

申
年
に
ち
な
ん
で
「
自
分
の
意

見
を
持
ち
、
そ
れ
を
言
う
年
」
、

「
他
人
の
あ
ら
捜
し
を
し
た
り
、

言
っ
た
り
し
な
い
」
と
い
う
年
に

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
本
年

が
君
た
ち
に
と
っ
て
よ
い
年
と
な

る
よ
う
に
祈
っ
て
い
ま
す
。

雲南市三刀屋町給下の峯寺遊山荘より斐伊川・木次大橋・ＪＲ木次駅方面をのぞむ

責
任
十
代
！

申
年
に
ち
な
ん
で
「
自
分
の
意
見

を
持
ち
、
そ
れ
を
言
う
年
」
に

＜３学期始業式訓話＞

雲
南
の
春



３月 全国高等学校選抜大会（男女ソフトボール）

（少林寺拳法）

４月の体育部は中国大会県予選を中心として

５月末から島根県高等学校総合体育大会

７月末から全国高等学校総合体育大会(中国5県開催)

・さくらおろち湖（尾原ダム湖）では

ボート競技開催

７月末から全国高等学校総合文化祭広島大会

１０月 国民体育大会（いわて国体）

１０月２７日（木）、２８日（金）

総合学科の全国大会を島根県で開催

・初日は三刀屋高校も会場

2016年の活躍舞台
平
成
28
年
は

全
国
区
の

活
躍
舞
台
へ

ご声援をお願いします

た
よ
れ
る
お
姉
さ
ん
お
兄
さ
ん
で
す

学
習
会
の
助
っ
人
に
三
高
生

冬
休
み
に
入
っ
た
暮
れ
の
28
日

の
午
前
、
雲
南
市
立
西
小
学
校

(

大
東
町
仁
和
寺)

の
児
童
の
学
習

会
に
、
本
校
生
徒
10
名
が
学
習
支

援
役
で
参
加
し
た
。

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
イ
ン
・
ウ
イ

ン
タ
ー
」
と
名
付
け
ら
れ
た
同
小

年
末
恒
例
の
学
習
会
で
、
春
殖
交

流
セ
ン
タ
ー
と
幡
屋
交
流
セ
ン
タ
ー

雲南市立西小学校で

チ
ャ
レ
ン
ジ
・
イ
ン
・
ウ
イ
ン
タ
ー

小学校の先生と一緒にサポートする三高生

12/28

の
２
会
場
に
分
か
れ
、
こ
の
う
ち

春
殖
会
場
に
は
本
校
生
徒
２
名
が

参
加
し
、
約
30
名
の
児
童
を
相
手

に
課
題
の
添
削
の
ほ
か
、
質
問
に

答
え
た
り
ヒ
ン
ト
を
出
し
た
り
と
、

良
き
お
姉
さ
ん
・
お
兄
さ
ん
ぶ
り

(

良
き
先
生
役)

を
発
揮
し
て
い
た
。

自
分
自
身
の
優
し
さ
に
気
づ
き
、

子
ど
も
を
か
わ
い
が
る
自
分
を
再

発
見
で
き
る
こ
の
よ
う
な
機
会
に
、

雲
南
市
を
拠
点
に
県
内
外
で
活

躍
中
の
『
劇
団
ハ
タ
チ
族
』
が
木

次
町
の
チ
ェ
リ
ヴ
ァ
ホ
ー
ル
で
昨

年
の
元
旦
に
始
動
し
た
「
３
６
５

日
公
演
」
が
、
大
晦
日
に
見
事
に

千
穐
楽
を
迎
え
た
。
観
客
数
が
ゼ

ロ
に
な
っ
た
時
点
で
公
演
終
了
と

い
う
前
代
未
聞
の
挑
戦
に
、
本
校

演
劇
部
も
計
５
回
約
10
日
間
賛
助

出
演
し
、
12
月
15
、
16
日
の
両
日

は
と
も
に
19
時
半
か
ら
、
チ
ェ
リ

ヴ
ァ
ホ
ー
ル
１
階
ロ
ビ
ー
で
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
公
演
（
朗
読
劇
「
注
文

の
多
い
料
理
」
「
夢
十
夜
（
第
八

夜
）
」
）
を
行
っ
た
。

「
３
６
５
日
公
演
」
は
、
劇
団

の
代
表
を
務
め
る
西
藤
将
人
さ
ん

の
三
夜
連
続
の
ワ
ン
マ
ン
シ
ョ
ー

と
、
大
晦
日
の
ホ
ー
ル
満
員
御
礼

（
有
料
）
の
感
動
の
千
穐
楽
で
大

願
成
就
と
な
っ
た
。

▽
『
劇
団
ハ
タ
チ
族
』
と
は
？

２
０
１
１
年
、
米
子
市
出
身
の

ゴ
ー
ル
前
の
２
日
間
（
12
／
15
、
16
）

三
高
演
劇
部
も
５
度
目
の
出
演

西
藤
将
人
氏
が
演
劇
ユ
ニ
ッ
ト
と

し
て
ハ
タ
チ
族
を
始
動
し
、
２
０

１
３
年
１
月
に
『
劇
団
ハ
タ
チ
族
』

を
旗
揚
げ
。
現
在
は
雲
南
市
を
拠

点
に
10
人
ほ
ど
の
メ
ン
バ
ー
で
活

動
し
、
演
劇
を
日
常
に
し
た
い
と

日
々
邁
進
中
。
演
劇
の
ま
ち
雲
南

市
の
魅
力
も
発
信
中
♪
♪

と
こ
ろ
で
、
何
で
ハ
タ
チ
族
？

い
つ
か
聞
い
て
み
た
い
と
思
っ
て

い
ま
し
た
が
、
年
で
は
負
け
ま
せ

ん
ヨ
、
俺
た
ち
総
務
部
教
員
（
編

集
部
事
務
局
の
半
数
）
ま
も
な
く

還
暦
族
！

チ
ェ
リ
ヴ
ァ
ホ
ー
ル
１
Ｆ
ロ
ビ
ー

で
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
公
演

今
後
も
本
校
生
の
積
極
的
な
参
加

を
期
待
し
た
い
。

演

劇

『
劇
団
ハ
タ
チ
族
』
３
６
５
日
公
演

千
穐
楽

せ
ん
し
ゅ
う
ら
く

12/31

年末に積み残した話題を拾いました

地
域
の
皆
様
に
も
お
世
話
に
な
り
ま
す

しゅうい

▽
千
穐
楽
（
せ
ん
し
ゅ
う
ら
く
）

多
く
は
「
千
秋
楽
」
と
書
い
て
、

芝
居
や
相
撲
等
の
興
行
の
最
終
日

を
意
味
し
ま
す
が
、
「
秋
」
の
字

の
中
に
「
火
」
が
入
っ
て
い
ま
す
。

劇
場
で
は
「
火
」
を
嫌
う
た
め
、

「
穐
」
の
字
を
使
う
こ
と
が
多
い

よ
う
で
す
。

2016年（平成28年）1月20日(水) 三 刀 屋 高 校 だ よ り 第103号（２）
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放

送

総
文
祭
放
送
部
門
島
根
県
大
会

（
12
／
17
、
い
わ
み
ー
る
）

７
月
末
か
ら
の
全
国
高
等
学
校

総
合
文
化
祭
広
島
大
会
に
つ
な
が

る
標
記
県
大
会
に
は
、
松
江
地
区

予
選
を
経
て
朗
読
部
門
に
小
澤
星

斗
さ
ん
（
１
年
）
、
ア
ナ
ウ
ン
ス

部
門
に
高
見
ひ
の
め
さ
ん
（
１
年
）

が
出
場
し
た
が
上
位
入
賞
は
な
ら

な
か
っ
た
。

１
月
末
に
は
、
全
国
高
等
学
校

総
合
文
化
祭
広
島
大
会
放
送
部
門

の
プ
レ
大
会
と
し
て
、
中
国
大
会

が
予
定
さ
れ
、
今
大
会
両
部
門
の

上
位
10
名
が
出
場
す
る
こ
と
と
な
っ

て
い
た
が
、
と
も
に
12
位
と
、
今

一
歩
の
所
で
出
場
権
獲
得
は
な
ら

な
か
っ
た
。

し
ば
ら
く
は
基
礎
練
習
を
徹
底

し
、
地
域
か
ら
誘
い
の
あ
る
活
動

へ
の
参
加
を
検
討
中
と
の
こ
と
だ
。

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

柔

道

保
護
者
会
の
皆
さ
ん
と
初
詣
（
三
刀
屋
天
満
宮
）
で
必
勝
祈
願

野 球 部 編

野
球
部
Ｏ
Ｂ
は

秋
の
『
マ
ス
タ
ー
ズ
甲
子
園
』
出
場
を
目
指
し
ま
す

高
校
野
球
Ｏ
Ｂ
チ
ー
ム
に
よ
る

甲
子
園
大
会
が
あ
る
こ
と
を
ご
存

じ
だ
ろ
う
か
。
13
回
目
を
迎
え
る

今
年
の
秋
の
『
マ
ス
タ
ー
ズ
甲
子

園
』
に
は
、
初
め
て
島
根
県
代
表

チ
ー
ム
が
参
加
す
る
こ
と
と
な
り
、

昨
年
か
ら
準
備
が
進
め
ら
れ
て
き

た
。
11
月
に
は
、
県
内
参
加
９
校

の
Ｏ
Ｂ
チ
ー
ム
が
集
っ
て
エ
キ
シ

ビ
ジ
ョ
ン
マ
ッ
チ
が
行
わ
れ
、
三

高
Ｏ
Ｂ
は
大
東
高
Ｏ
Ｂ
と
対
戦
し

て
機
運
を
盛
り
上
げ
た
。

当
日
は
、
応
援
を
含
め
る
と
幅

広
い
世
代
か
ら
約
30
名
の
三
高
Ｏ

Ｂ
が
集
い
、
ベ
ン
チ
も
応
援
も
大

い
に
盛
り
上
が
る
交
流
戦
と
な
っ

た
。
す
で
に
今
春
予
定
の
県
大
会

の
組
合
せ
も
決
定
し
、
初
戦
で
松

江
東
高
Ｏ
Ｂ
チ
ー
ム
と
対
戦
す
る

こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
注
目
！

↓ＯＢ会のホームページの題字「一心」は、会員一丸となって三高
野球部を盛り上げていくという気持ちをこめて選んだそうです。

昨年11月開催の全国大会

を告知したポスター。平成

28年度の第13回大会には島

根県代表が初出場する。

現役生も卒業生も

そして未来の三高生も

ともに夢を

語りあいましょう

野
球
部
に
限
ら
ず
、
部
活
動

に
お
い
て
も
保
護
者
会
や
Ｏ
Ｂ

会
等
を
通
じ
、
物
心
両
面
に
わ

た
っ
て
ご
支
援
を
賜
り
、
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
年
も

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

島
根
県
高
校
新
人
戦 全

国
高
校
選
手
権
島
根
県
予
選

（
１
／
９
～
10
、
県
立
石
見
武
道
館
）

【
男
子
団
体
】

▽
１
回
戦

三
刀
屋×

‐
○
隠
岐
水
産

（
５
人
残
し
）

通
常
の
大
会
で
は
先
鋒
か
ら
大

将
戦
ま
で
、
対
戦
ご
と
に
両
チ
ー

ム
の
選
手
が
入
れ
替
わ
る
が
、
今

大
会
は
春
の
全
国
選
抜
大
会
と
同

じ
く
、
負
け
る
か
引
き
分
け
る
ま

で
同
一
選
手
が
対
戦
相
手
を
か
え

な
が
ら
勝
ち
続
け
る
ル
ー
ル
。
隠

岐
水
産
高
校
は
90
㎏
級
の
重
量
選

手
が
登
場
し
、
中
軽
量
級
の
三
高

勢
の
初
戦
突
破
は
な
ら
な
か
っ
た
。

【
男
子
個
人
】

▽
66
㎏
級

石
田
一
伎
（
２
年
）

ベ
ス
ト
エ
イ
ト

【
男
子
】
（
１
／
９
、
松
江
南
高
）

初
戦
突
破

▽
１
回
戦

三
刀
屋
65
‐
52
松
江
南

▽
２
回
戦

三
刀
屋
59
‐
68
出
雲

【
女
子
】

序
盤
リ
ー
ド

延
長
戦
の
末
に
惜
敗

▽
１
回
戦

三
刀
屋
58
‐
63
安
来

↑
写
真
は
野
球
部
保
護
者
提
供

野球部のほか、すべての部活動の活躍を祈願してくれたことでしょう。

▼
エ
キ
シ
ビ
ジ
ョ
ン
マ
ッ
チ

（
11
月
22
日
、

湖
陵
総
合
公
園
野
球
場
）

三
刀
屋
高
OB
⑤-

３
大
東
高
OB

（３）第103号 三 刀 屋 高 校 だ よ り 2016年（平成28年）1月20日(水)



図
書
委
員
会

吹

奏

楽

第
39
回
全
日
本
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
島
根
県
大
会

（
12
／
13
、
グ
ラ
ン
ト
ワ
）

３
年
生
引
退
後
の
初
め
て
の
大

き
な
大
会
は
、
少
人
数
で
の
演
奏

で
か
な
り
の
緊
張
感
だ
っ
た
よ
う

▽
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
四
重
奏

銀
賞

演
奏
曲
／
レ
・
ジ
ャ
ル
ダ
ン
～
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
四
重
奏
の
た
め
の
～

▽
金
管
八
重
奏

銀
賞

演
奏
曲
／
ピ
ア
ノ
と
フ
ォ
ル
テ
の
ソ
ナ
タ

だ
が
無
事
に
終
了
。
出
場
し
た
ク

ラ
リ
ネ
ッ
ト
四
重
奏
、
金
管
八
重

奏
と
も
に
銀
賞
を
獲
得
し
た
。

本番前の緊張した楽屋練習

〔
ク
リ
ス
マ
ス
＆
正
月
〕
料
理
に
挑
戦

家
庭
科
／
フ
ー
ド
デ
ザ
イ
ン
（
３
年
）

12
月

蛍
雪
時
代
（
１
、
２
年

冬
休
み
編
）

「
学
び
の
力
向
上
チ
ャ
レ
ン
ジ
セ
ミ
ナ
ー
」

島
根
県
が
主
催
す
る
標
記
セ
ミ

ナ
ー
は
、
「
地
域
や
社
会
に
貢
献

し
よ
う
と
い
う
気
概
を
育
て
、
自

己
の
目
標
設
定
の
一
助
と
す
る
」

等
を
目
的
に
、
高
校
１
年
生
を
対

象
と
し
て
２
泊
３
日
の
日
程
で
島

根
県
立
青
少
年
の
家
（
サ
ン
・
レ

イ
ク
、
出
雲
市
）
で
開
催
さ
れ
た
。

今
年
の
セ
ミ
ナ
ー
に
は
、
本
校

か
ら
小
田
千
尋
さ
ん
（
１
年
）
が

参
加
し
、
２
泊
３
日
の
研
修
中
は

５
つ
の
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
等
を
通
じ

て
、
「
島
根
が
必
要
と
す
る
人
材

を
」
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
つ
つ
、

サン・レイク（出雲市小境町）

主催：島根県教育委員会

共催：島根県健康福祉部医療政策課

対象：県立学校で大学進学を希望する高校１年生

「
高
校
生
医
療
現
場
体
験
セ
ミ
ナ
ー
」

大
学
進
学
を
め
ざ
す
生
徒
に
と
っ

て
何
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
を

共
感
的
に
理
解
す
る
機
会
と
な
っ

た
。

最
終
日
に
は
グ
ル
ー
プ
協
議
を

も
と
に
、
「
未
来
の
た
め
に
今
必

要
な
こ
と
は
何
か
、
社
会
と
自
分

と
の
つ
な
が
り
を
い
か
に
認
識
し

島
根
県
が
主
催
す
る
標
記
セ
ミ

ナ
ー
は
２
０
０
６
年
に
ス
タ
ー
ト

し
、
今
年
の
夏
に
も
医
療
系
進
学

志
望
者
24
名
が
雲
南
市
立
病
院
で

医
師
志
望
の
高
校
生
が

現
場
体
験
研
修

in
出
雲
市
民
病
院

12
／
24

の
研
修
に
参
加
し
た
が
、
冬
季
は

医
師
志
望
の
高
校
生
に
限
定
し
、

三
刀
屋
高
校
の
２
名
を
含
む
参
加

者
５
名
が
、
出
雲
市
民
病
院
で
在

宅
で
の
看
取
り
や
家
庭
医
の
あ
り

方
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

午
前
中
は
医
師
に
同
行
し
て
、

病
棟
の
現
場
で
患
者
と
い
か
に
接

す
る
か
を
間
近
で
観
察
。
午
後
は
、

同
病
院
家
庭
医
の
松
本
翔
子
先
生

か
ら
「
余
命
僅
か
な
患
者
さ
ん
が

在
宅
で
の
死
を
希
望
」
し
た
例
を

も
と
に
、
「
そ
の
時
あ
な
た
が
医

師
な
ら
ど
う
す
る
か
？
」
を
テ
ー

マ
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
た
。

▽
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
の
目
的

医
療
の
充
実
を
図
る
た
め
に

は
、
次
代
を
担
う
医
師
の
育
成

を
図
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
こ

の
た
め
、
高
校
生
を
対
象
に
医

療
現
場
で
の
体
験
や
学
習
を
通

し
地
域
医
療
や
医
師
の
仕
事
に

つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
医
師

を
目
指
そ
う
と
す
る
生
徒
を
増

や
す
こ
と
を
目
的
に
『
高
校
生

医
療
現
場
体
験
セ
ミ
ナ
ー
』
を

実
施
し
ま
す
。
（
主
催
者
発
表
）

「
社
会
の
一
員
と
し
て

夢
の
実
現
に
向
か
う
」
た
め
に

なかなかの出来栄えでした

12月24日～26日

2016年（平成28年）1月20日(水) 三 刀 屋 高 校 だ よ り 第103号（４）

２
学
期
末
の
12
月
17
日
（
木
）

の
放
課
後
に
は
、
図
書
委
員
会

主
催
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
が
開
か

れ
、
ク
イ
ズ
を
交
え
て
ス
ク
リ
ー

ン
に
映
し
出
し
た
絵
本
の
読
み

語
り
（
写
真
上
段
）
、
吹
奏
楽

部
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
（
写
真

下
段
）
を
楽
し
ん
だ
。

ま
た
、
学
期
末
に
は
水
木
し

げ
る
氏
追
悼
の
コ
ー
ナ
ー
が
館

内
に
設
け
ら
れ
、
た
く
さ
ん
の

著
書
が
紹
介
さ
れ
た
。



※ 島根県東部の全市町

と接する雲南市。ここ

は現代出雲国の中心 ‼

地域とともに
シ
リ
ー
ズ 第17回

左
の
史
料
は
、
古
代
出
雲
歴
史

博
物
館
に
展
示
さ
れ
る
１
８
８
１
年

（
明
治
14
年
）の
「島
根
県
管
内
耕

宅
地
々
価
持
丸
長
者
鑑
」の
一
部
。

山
陰
両
県
が
一
つ
の
島
根
県
だ
っ

た
時
期
の
、
地
価
に
基
づ
く
長
者

番
付
だ
。
そ
の
ト
ッ
プ
に
位
置
す
る

の
は
、
中
央
上
段
の
田
部
長
右
衛

門
（現
雲
南
市
吉
田
町
）
、
こ
れ
に

続
く
の
が
近
藤
喜
八
郎
（
現
鳥
取

県
日
野
郡
日
野
町
根
雨
）。
と
も

に
江
戸
時
代
か
ら
た
た
ら
製
鉄
を

経
営
し
た
家
で
、
た
た
ら
に
必
要

な
膨
大
な
木
炭
を
確
保
す
る
た
め

に
広
大
な
山
林
も
所
有
し
、
地
価

総
額
も
大
き
か
っ
た
（
今
日
の
売

買
価
格
と
し
て
の
地
価
と
は
算
定

方
法
が
異
な
り
ま
す
）。

し
か
し
、
１
９
０
１
年
の
官
営
八

幡
製
鉄
所
の
操
業
開
始
が
象
徴
す

る
よ
う
に
、
安
価
な
輸
入
鉄
鉱
石

を
原
料
と
す
る
近
代
製
鉄
の
発
展

に
よ
り
、
田
部
家
所
有
の
雲
南
市

吉
田
町
の
菅
谷
高
殿
も
１
９
２
１

年
（大
正
10
年
、
旧
制
三
刀
屋
中

学
開
校
の
３
年
前
）に
操
業
を
終

え
、
砂
鉄
を
原
料
と
す
る
た
た
ら

製
鉄
の
灯
が
消
え
ゆ
く
こ
と
と
な
っ

た
。
そ
れ
は
そ
の
ま
ま
、
た
た
ら
に

従
事
し
て
き
た
地
元
住
民
の
生
活

を
脅
か
す
こ
と
と
な
っ
た
。
経
営
者

と
し
て
の
田
部
家
、
絲
原
家
、
櫻

井
家
等
は
、
た
た
ら
に
代
わ
る
収

入
源
、
地
域
振
興
策
に
頭
を
悩
ま

せ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
打
開
策
の

柱
と
な
っ
た
の
が
木
炭
生
産
だ
っ

た
。
た
た
ら
製
鉄
が
大
量
に
必
要

と
し
て
い
た
木
炭
を
、
一
般
民
需

用
に
転
換
し
て
販
売
し
よ
う
と
い

う
考
え
だ
が
、
県
内
都
市
部
さ
ら

に
は
山
陽
側
に
販
路
を
拡
大
す
る

た
め
に
必
要
と
し
た
の
が
鉄
路
だ
っ

た
。
現
代
は
高
速
道
路
の
延
伸
が

望
ま
れ
る
時
代
だ
が
、
当
時
は
全

国
的
に
「我
田
引
鉄
」、
つ
ま
り
鉄

道
建
設
が
近
代
化
の
条
件
だ
っ
た
。

◆
簸
上
鉄
道
・木
次
線
開
業
◆

現
奥
出
雲
町
の
絲
原
家
も
、
13

代
当
主
武
太
郎
氏
が
た
た
ら
製
鉄

を
１
９
２
２
年
に
廃
業
し
、
以
後
農

事
改
良
と
製
炭
業
に
着
目
し
、
仁

多
米
や
島
根
木
炭
の
声
価
を
高
め

る
努
力
を
重
ね
、
前
後
し
て
簸
上

鉄
道
を
設
立
し
て
社
長
に
就
任
。

第
一
次
世
界
大
戦
中
の
１
９
１
６

年
に
宍
道
・
木
次
間
の
木
次
線
を

開
業
し
、
以
後
も
そ
の
延
伸
に
つ

と
め
た
。
ま
た
、
昭
和
の
初
め
か
ら

松
江
銀
行
頭
取
を
つ
と
め
、
１
９
４

１
年
に
は
米
子
銀
行
と
対
等
合
併

し
て
山
陰
合
同
銀
行
を
新
設
し
た

ほ
か
、
県
内
諸
会
社
の
役
員
を
兼

務
し
て
山
陰
経
済
の
発
展
に
寄
与

し
た
。
田
部
家
、
櫻
井
家
も
同
様

に
、
ポ
ス
ト
た
た
ら
製
鉄
を
め
ざ
し

て
山
陰
経
済
の
け
ん
引
役
と
し
て

多
方
面
で
新
事
業
を
進
め
た
。

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

本
シ
リ
ー
ズ
で
も
触
れ
て
き
た
よ

う
に
、
斐
伊
川
沿
い
に
仁
多
郡
へ
、

さ
ら
に
は
山
陽
側
へ
の
木
次
線
の

延
伸
は
、
一
方
で
水
運
と
し
て
の

斐
伊
川
の
役
割
を
小
さ
く
し
た
が
、

地
域
を
守
ろ
う
と
鉄
路
に
か
け
た

姿
は
、
「た
た
ら
侍
」の
魂
と
重
な
る

ふ
る
さ
と
雲
南
へ
の
熱
い
思
い
だ
っ

た
に
違
い
な
い
。
時
代
の
変
化
に

適
応
す
る
こ
と
で
、
生
き
残
り
と

新
た
な
発
展
に
尽
し
た
先
人
の
姿

に
学
び
た
い
。
た
だ
単
に
存
続
を

求
め
る
の
で
は
な
く
、
木
次
線
に

新
た
な
夢
を
託
し
た
い
。

斐
伊
川

物
語
第
18
回

今昔

木
次
線
開
業
～
鉄
路
に
託
し
た
地
域
の
未
来
～

錦織良成監督映画『たたら侍』を勝手に応援するシリーズ

地域でつなぐキャリア教育モデル事業実践校

（平成25～27年度、県教委指定）

受
験
の
お
守
り
に
「
す
べ
ら
な
い
砂
」

進
路
目
標
実
現
（
合
格
）
め
ざ
す
三
高
生
に
心
強
い
味
方

急勾配が続く木次線の雨天時な

どに使用する砂です。車両前輪近

くの管から砂を出して、線路と車

輪を噛み合わせて空回りを防いで

いるそうです。

木次鉄道部からプレゼント

JR木次駅を出発するトロッコ列車「奥出雲おろち号」

ＪＲ西日本米子支社

木次線を応援する新シリーズと

1 宍道
松江市

2 南宍道

3 加茂中

雲
南
市

4 幡屋

5 出雲大東

6 南大東

7 木次

8 日登

9 下久野

10 出雲八代

奥
出
雲
町

11 出雲三成

12 亀嵩

13 出雲横田

14 八川

15 出雲坂根

16 三井野原

17 油木
庄原市

18 備後落合

雲
南
の
物
資
輸
送
の
大
動
脈
が
斐
伊
川
か
ら
木
次
線
に
バ
ト
ン

タ
ッ
チ
し
、
今
年
は
宍
道
駅
・
木
次
駅
間
が
開
業
し
て
節
目
の
百

年
を
迎
え
る
。
今
も
、
雲
南
圏
域
に
生
活
す
る
高
校
生
に
と
っ
て

は
大
切
な
通
学
手
段
だ
が
、
昨
年
急
浮
上
し
た
Ｊ
Ｒ
西
日
本
三
江

線
の
存
続
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス
は
決
し
て
対
岸
の
火
事
と
は
言
え

な
い
状
況
だ
。
大
切
な
地
域
路
線
を
多
角
的
に
捉
え
、
新
シ
リ
ー

ズ
を
木
次
線
の
存
在
意
義
と
今
後
の
展
望
を
あ
ら
た
め
て
探
る
機

会
と
し
た
い
（
木
次
線
を
課
題
研
究
の
テ
ー
マ
と
す
る
生
徒
が
登

場
す
る
こ
と
も
期
待
し
た
い
）
。

が隔月でコラボします

あなたは木次線の全駅名が言えますか？

（５）第103号 三 刀 屋 高 校 だ よ り 2016年（平成28年）1月20日(水)

「すべらない砂」は誰が考

案したのだろうか。こんな風

に、楽しみながらユニークな発想・ひら

めきで、新たな付加価値を創造すること

は高校生にも十分に可能だ。それが将来

の起業に結び付くことも夢ではない。

（以前、本紙で提唱した鉄分を含む赤コ

ンニャク、名付けて「たたらばコンニャ

ク」の生産も考えてみませんか？）



グローカル（グローバル＆ローカル）社会に挑む三高生へ／お年玉代わりのお土産話

進
路
指
導
は
「
生
き
方
指
導
」
に
つ
な
が
る
。
総
合
学
科
の
本
校
で
も
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
通
じ
て
年
間
さ
ま
ざ
ま
な
講
師
陣
を

お
迎
え
し
、
先
達
の
生
き
方
に
触
れ
な
が
ら
、
自
分
の
将
来
を
探
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
設
定
し
て
い
る
。

今
回
は
１
年
生
の
授
業
「
産
業
社
会
と
人
間
」
の
中
で
、
前
号
で
紹
介
し
た
中
曽
先
生
が
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
国
際
協
力
機
構
）
青
年
海

外
協
力
隊
の
一
員
と
し
て
２
年
間
ア
フ
リ
カ
の
ル
ワ
ン
ダ
で
活
動
し
た
様
子
を
語
っ
て
も
ら
っ
た
。

産
業
社
会
と
人
間

秋の鍵かけ甲子園2015
第
３
位

（自転車の）

表彰式に行ってきました
自
転
車
の
明
か
り
が
見
え
て
ほ
っ
と
す
る
部
活
の
孫
は
夕
闇
の
中

▽
日
野
三
喜
子
さ
ん
〔
白
梅
短
歌
会
／
三
刀
屋
町
〕

（
月
刊
「
島
日
た
い
む
す
」
平
成
28
年
１
月
号
掲
載
）

前
号
で
既
報
の
通
り
、
島
根
県

警
が
主
催
し
た
昨
秋
の
「
鍵
か
け

甲
子
園
」
で
本
校
は
参
加
32
校
中

第
３
位
と
な
り
、
12
月
17
日
に
松

江
市
の
島
根
県
警
本
部
で
行
わ
れ

た
表
彰
式
に
生
徒
会
交
通
安
全
委

員
長
の
松
林
李
樹
さ
ん
（
２
年
）

と
恩
田
校
長
が
出
席
し
た
。

習
慣
付
け
で
徹
底
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
自
転
車
の
鍵
掛
け
に
加

え
、
自
転
車
マ
ナ
ー
全
般
の
向
上

が
期
待
さ
れ
る
。

恩田校長と交通安全委員長の松林さん（２年）

家族にも心配を
かけぬように！

10
年
後
の
自
分
の
姿
を
想
起
す

る
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
作
成
の
参
考
に

と
、
11
月
末
に
本
校
に
着
任
し
た

中
曽
先
生
に
２
年
間
の
ル
ワ
ン
ダ

で
の
活
動
の
様
子
を
語
っ
て
も
ら
っ

た
。
ス
ラ
イ
ド
を
用
い
て
最
初
の

１
時
間
は
、
ル
ワ
ン
ダ
と
現
地
の

人
々
の
暮
ら
し
ぶ
り
に
つ
い
て
紹

介
。
２
時
間
目
は
、
現
地
の
中
高

等
学
校
の
生
徒
と
教
員
に
対
す
る

理
科
教
育
に
係
る
支
援
活
動
の
様

子
に
つ
い
て
紹
介
し
て
も
ら
う
と

と
も
に
、
な
ぜ
青
年
海
外
協
力
隊

の
道
を
選
ん
だ
の
か
、
２
年
間
の

体
験
か
ら
得
た
こ
と
等
に
つ
い
て

熱
く
語
っ
て
も
ら
い
、
最
後
は

「
ど
ん
な
自
分
に
な
り
た
い
の
か
、

少
し
で
も
具
体
的
に
考
え
、
今
の

勉
強
を
大
事
に
し
て
ほ
し
い
」
と

エ
ー
ル
を
送
っ
て
も
ら
っ
た
。

【
生
徒
の
感
想
（
抜
粋
）
】
―

▽
今
私
た
ち
が
勉
強
し
て
い
る
こ

と
が
、
将
来
い
つ
、
何
に
役
立
つ

か
分
か
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
今
を

一
生
懸
命
取
り
組
む
こ
と
が
大
切

な
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
▽
物
だ
け

の
支
援
で
は
な
く
、
そ
の
後
に
も

継
続
し
て
役
立
つ
よ
う
な
知
識
、

技
術
を
伝
え
る
支
援
が
大
切
な
ん

だ
と
思
い
ま
し
た
▽
日
本
と
同
じ

よ
う
な
こ
と
を
す
る
の
で
は
な
く
、

今
月
16
日
（
土
）
、
ニ
ュ
ー

オ
リ
ン
ズ
ス
タ
イ
ル
の
最
高

に
ゴ
キ
ゲ
ン
な
ブ
ラ
ス
バ
ン

ド
「
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ト
ム
ブ
ラ

ス
バ
ン
ド
」
が
加
茂
町
の
ラ
メ
ー

ル
に
や
っ
て
来
た
。

公
演
の
途
中
で
は
飯
南
・
横

田
・
大
東
・
三
刀
屋
の
四
高
校

吹
奏
楽
部
が

コ
ラ
ボ
し
て

「
ル
パ
ン
三

世
の
テ
ー
マ
」

を
合
同
演
奏

し
た
。

（
当
日
の
様

子
は
次
号
で

詳
報
の
予
定
）

吹
奏
楽

BLACK BOTTOM BRASS BAND LIVE！in雲南

プ
ロ
と
合
同
演
奏
（
次
号
で
詳
報
）

【ルワンダ共和国】メモ

多数派のフツ族と、少数派のツチ族

との部族間対立からおこった１９９４
年の１００万人大虐殺の悲劇を乗り越

え、国民融和・和解のための努力が続

いている。他のアフリカ諸国に比して

汚職の少なさ、治安の良さは特筆され
る。女性が国会議員に占める割合は57.

5％で世界一（2014年10月現在）。アフ

リカ諸国の中で最も人口密度が高い。

＜外務省ＨＰより＞

今、世界中がこの笑顔に学ぶ時！

20年前の悲劇を乗り越えて国作りをすすめるルワンダ

魚を提供する支援より、
魚を釣る術を伝える支援活動

ＹＯＵは何しにルワンダへ？

１年

現
地
の
状
況
に
応
じ
て
工
夫
し
な

が
ら
、
必
要
と
さ
れ
る
も
の
を
支

援
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
分
か
り

ま
し
た
。
（
災
害
時
の
被
災
地
で

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
同
じ
で

す
ね
）
▽
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
ら
、

今
ま
で
分
か
ら
な
か
っ
た
こ
と
が

分
か
る
よ
う
に
な
る
。
目
標
を
ち
ょ
っ

と
で
も
具
体
的
に
考
え
、
行
動
を

起
こ
す
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま

し
た
。

2016年（平成28年）1月20日(水) 三 刀 屋 高 校 だ よ り 第103号（６）

現地の民族衣装で登場した中曽先生

鍵
掛
け
だ
け
で
な
く
、
被
害
者
・
加
害
者
に
な
ら
ぬ
よ
う

自
転
車
マ
ナ
ー
全
般
に
も
気
を
配
り
ま
す
！



日 曜 学校行事等 部活等

１ 月

２ 火
1年道徳教育
2年人権・同和教育講演会

３ 水

４ 木 写真～8

５ 金 第3回漢字検定

６ 土 土曜補習

７ 日 筝曲

８ 月

９ 火

１０ 水 試験発表 6限授業

１１ 木 建国記念の日

１２ 金 閉寮

１３ 土 土曜補習

１４ 日 開寮

１５ 月 6限授業

１６ 火 1・2年防災教育

１７ 水

１８ 木 学年末試験1日目

１９ 金 学年末試験2日目

２０ 土 学校開放

２１ 日 第3回英検2次

２２ 月 学年末試験3日目

２３ 火
学年末試験最終目
1・2年身だしなみ指導

２４ 水

２５ 木
国公立大前期日程試験
第3回PTA生活指導委員会兼
PTA人権・同和教育委員会

２６ 金 第2回PTA評議員会

２７ 土 土曜補習 学校開放

２８ 日

２９ 月
3年人権・同和教育講演会
3年身だしなみ指導

日 曜 学校行事等 部活等

１ 火
卒業式準備・予行
同窓会入会式
PTA会報発行

２ 水 卒業式

３ 木
2年進研M模試
2年就職・公務員ガイダンス

４ 金
2年進研M模試
2年就職・公務員模試

５ 土 土曜補習 学校開放

６ 日

７ 月 高校入試会場準備6限～

８ 火
高校入試
公立大学中期日程試験

９ 水 特別休業日

１０ 木
1・2年スタディサポート
1・2年桐原小論文模試

１１ 金 6限授業

１２ 土 国公立大後期日程試験 陸上

筝

曲

＜部員からのご案内＞

三刀屋高校筝曲部は日之蔵先生のご指導のも

と、2年生5名、1年生3名の計8名で楽しく活動してい

ます。今回は全員で十七絃の合奏曲に挑戦します。リ

ズムが難しく、合わせるのに苦労した部分もありますが、

十七絃の幻想的かつ暖かく包み込む様な音色の特徴をいか

しながら、全員で楽しんで演奏したいと思います。

三刀屋高校筝曲部

演奏曲目 「飛天」(作曲：水野千鶴)

５
校
合
同
の
新
春
演
奏
会

第
14
回
島
根
県
高
文
連
日
本
音
楽
部
門
成
果
発
表
会

2/7 (日)

開場 12:30 開演 13:00
ビッグハート出雲
(JR出雲市駅南)

入場無料

第43回島根県高校写真展 入場無料

2/3(水)～8(月)
会場：島根県立美術館（松江市）

ギャラリー

写

真

『雨の日』
田部沙織(1年)

『チョーク』
福間由菜(1年)

『
凛
』

小
池
な
な
み(

２
年)

『
不
意
』

廣
戸
愛
永(

２
年)

『
眼
差
し
』

小
池
な
な
み(

２
年)

『
往
年
』

板
持
乃
野
可(

２
年) 『夢追い』小池ななみ(2年)

来年度全国高総文祭出品へ

春
と
秋
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
特
選
と
な
っ
た
作
品
の
中
か
ら
出
品
し
た
７
点
で
す
。

（７）第103号 三 刀 屋 高 校 だ よ り 2016年（平成28年）1月20日(水)

ぜひお越しください

＜展示作品本校分＞



出
身
の
画
家
）
を
ご
存
じ
だ
ろ
う

か
。
戦
後
、
彼
が
日
本
人
戦
犯
の

恩
赦
・
釈
放
を
求
め
て
交
渉
し
た

相
手
は
、
自
身
も
妻
と
３
人
の
子

ど
も
を
日
本
兵
に
殺
害
さ
れ
た
フ
ィ

リ
ピ
ン
の
キ
リ
ノ
大
統
領
だ
っ
た

が
、
莞
蕾
が
目
指
し
た
の
は
「
日

本
人
戦
犯
釈
放
」
の
さ
ら
に
そ
の

向
こ
う
に
あ
る
「
恒
久
平
和
」
だ
っ

た
。
三
百
通
を
超
え
る
嘆
願
書
の

中
で
、
大
統
領
の
心
を
最
も
動
か

し
た
と
言
わ
れ
る
の
が
莞
蕾
の
次

の
言
葉
だ
っ
た
▼
「
許
し
難
き
を

許
す
」
と
い
う
奇
跡
に
よ
っ
て
の

み
人
類
に
恒
久
の
平
和
を
も
た
ら

し
、
「
目
に
は
目
を
」
と
い
う
こ

と
で
は
決
し
て
達
成
し
得
な
い
と

い
う
こ
と
を
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

強
く
感
ず
る
次
第
で
あ
り
ま
す
▼

ル
ワ
ン
ダ
で
も
こ
の
20
年
間
、
こ

の
言
葉
に
沿
う
よ
う
な
和
解
の
歴

史
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
そ
の
道
の
り
は
、
憎
悪
の
再

生
産
と
報
復
の
連
鎖
が
続
く
今
日

の
世
界
に
と
っ
て
、
今
後
の
大
き

な
道
し
る
べ
と
な
っ
て
欲
し
い
。

最
後
に
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
日

本
人
戦
犯
全
員
の
釈
放
を
発

表
し
た
キ
リ
ノ
大
統
領
の
声

明
の
一
部
を
紹
介
さ
せ
て
も

ら
う
▼
私
（
キ
リ
ノ
大
統
領
）

は
妻
と
３
人
の
子
ど
も
と
そ

の
他
５
人
の
家
族
を
日
本
人

に
殺
さ
れ
た
た
め
、
彼
等
を

赦
そ
う
と
は
よ
も
や
思
っ
て

も
み
な
か
っ
た
。
私
は
私
の

子
ど
も
や
、
国
民
が
や
が
て

は
わ
が
国
の
恒
久
の
利
益
の

友
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
国

民
に
、
憎
悪
を
受
け
継
が
せ

な
い
こ
と
を
欲
す
る
が
故
、

こ
れ
を
行
う
の
で
あ
る
。

（
編
集
長
記
）

１
年
生
を
対
象
に
し
た
中
曽
先

生
の
ル
ワ
ン
ダ
で
の
活
動
報
告

（
６
面
参
照
）
は
、
聴
講
し
た
生

徒
や
教
職
員
に
深
い
感
銘
を
与
え

た
よ
う
だ
▼
わ
ず
か
20
年
前
の
、

犠
牲
者
が
百
万
人
と
も
い
わ
れ
る

大
虐
殺
の
悲
劇
を
乗
り
越
え
て
、

貧
し
い
な
が
ら
も
今
で
は
ア
フ
リ

カ
で
最
も
治
安
の
良
い
国
と
な
っ

た
ル
ワ
ン
ダ
の
歩
み
を
詳
し
く
聞

い
て
み
た
い
▼
と
こ
ろ
で
、
戦
後

70
年
の
昨
年
、
地
元
島
根
県
で
も

そ
の
功
績
が
あ
ら
た
め
て
評
価
さ

れ
た
加
納
莞
蕾
（
安
来
市
広
瀬
町

昭
和
40
年
代
以
降
、
島
根
県

の
高
校
を
卒
業
し
た
者
が
、
県

外
の
進
学
先
や
就
職
先
で
周
囲

と
の
会
話
か
ら
気
付
い
た
の
が
、

「
他
県
で
は
、
高
校
で
も
修
学

旅
行
が
あ
る
の
が
普
通
」
と
い

う
驚
く
べ
き
現
実
だ
っ
た
。
島

根
県
の
高
校
の
大
半
が
修
学
旅

行
を
実
施
し
な
く
な
っ
て
い
た

か
ら
だ
。

本
シ
リ
ー
ズ
で
も
紹
介
し
た

よ
う
に
、
旧
制
三
刀
屋
中
学
校

１
期
生
が
昭
和
２
年
に
九
州
方

面
に
修
学
旅
行
に
出
か
け
て
以

来
、
戦
中
・
戦
後
直
後
を
除
き
、

昭
和
25
年
に
復
活
し
て
以
降
も
、

修
学
旅
行
は
思
い
出
深
い
学
校

行
事
だ
っ
た
。
昭
和
31

年
の

「
島
根
県
立
高
等
学
校
修
学
旅

行
規
定
」
は
い
く
つ
か
の
条
件

を
提
示
し
つ
つ
も
、
修
学
旅
行

実
施
を
禁
じ
た
も
の
で
は
決
し

て
な
く
、
本
校
で
も
「
遊
覧
的

に
な
ら
な
い
様
、
実
社
会
の
様

子
や
各
種
会
社
官
庁
等
の
見
学

が
で
き
る
よ
う
考
慮
さ
れ
度
い
。

そ
の
点
九
州
よ
り
東
京
が
よ
い
」

と
い
う
保
護
者
意
見
を
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
総
会
報
告
の
形
で
出
し
て
い

る
。
そ
の
た
め
か
箱
根
、
日
光
、

東
京
方
面
へ
の
修
学
旅
行
が
続

い
た
。

そ
の
後
、
九
州
方
面
に
変
更

と
な
っ
た
年
も
あ
っ
た
が
、
昭

和
42

年
の
実
施
を
最
後
に
、

「
大
学
進
学
志
望
者
の
増
大
と

と
も
に
、
就
職
志
望
者
で
旅
行

希
望
者
の
み
の
参
加
」
が
問
題

視
さ
れ
、
中
止
に
至
っ
た
よ
う

だ
。
前
述
の
県
の
規
定
で
は

「
生
徒
数
の
６
割
」
の
参
加
を

実
施
の
目
安
と
し
て
お
り
、
実

態
と
し
て
は
全
員
参
加
で
は
な

い
学
校
が
多
か
っ
た
の
だ
（
こ

の
た
め
、
長
期
休
業
中
に
実
施

す
る
高
校
が
多
か
っ
た
）
。

こ
の
頃
よ
り
県
内
全
域
で
修

学
旅
行
の
実
施
が
見
送
ら
れ
た
。

昭
和
45
年
の
大
阪
万
国
博
覧
会

は
、
半
年
の
会
期
で
国
民
の
半

分
が
会
場
を
訪
れ
た
ほ
ど
で
、

こ
の
時
は
本
校
で
も
二
陣
に
分

か
れ
て
万
博
見
学
旅
行
団
を
送
っ

た
が
、
修
学
旅
行
そ
の
も
の
の

復
活
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。

た
だ
、
前
後
し
て
恒
例
と
な
っ

た
「
教
育
キ
ャ
ン
プ
」
等
の
名

の
集
団
宿
泊
研
修
は
、
形
を
変

え
な
が
ら
も
在
学
中
の
思
い
出

深
い
行
事
と
し
て
続
き
、
総
合

学
科
に
移
行
し
た
現
在
で
は
、

入
学
直
後
の
「
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ

ン
セ
ミ
ナ
ー
」
と
、
２
年
次
の

「
東
京
研
修
」
を
宿
泊
を
伴
う

研
修
と
し
て
実
施
し
て
い
る
。

◆
修
学
旅
行
団

受
入
れ
の
可
能
性
は
？
◆

蛇
足
に
な
る
が
、
島
根
県
内

の
一
部
市
町
村
で
は
、
体
験
学

習
を
含
ん
だ
民
泊
を
組
み
込
む

修
学
旅
行
団
を
誘
致
す
る
動
き

が
あ
る
。
雲
南
圏
域
で
も
考
え

ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
外
国
観

光
客
の
爆
買
い
か
ら
は
縁
遠
い

雲
南
圏
域
だ
が
、
例
え
ば
ト
ロ
ッ

コ
列
車
の
臨
時
運
行
等
を
組
み

合
わ
せ
て
集
団
を
呼
び
込
む
よ

う
な
策
を
具
体
的
に
考
え
る
の

も
お
も
し
ろ
い
。
た
だ
来
て
く

だ
さ
い
と
い
う
わ
け
に
は
い
か

な
い
。
迎
え
る
側
は
、
お
も
て

な
し
の
プ
ラ
ン
を
念
入
り
に
考

え
な
く
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http://三高情報.怒涛のドット.満載「蒼雲」

第20回 なくなった修学旅行
PTA関係諸会合について

学校評価アンケートへのご協力ありがとうございました。

さて、年度末が近付き、２月にＰＴＡ関連の諸会合開催

を予定しております。ご多忙のところを恐れ入りますが、

ご出席を賜りますようお願い申し上げます（お子様を通じ

て別途正式にご案内いたします）。

※主な会合(校外の会合除く)

2/25 PTA生活指導委員会兼PTA人権・同和教育推進委員会

2/26 PTA評議員会

3/18 PTA進路指導委員会

3/2 (水)
卒業証書授与式

３年生の保護者・ご家族の皆様のご臨席を賜りますよう 、

お願い申し上げます。正式なご案内は別途保護者宛て文

書で行います。

土曜補習について( 1、2年生)

ＰＴＡ主催の土曜補習を今学期も引き続き実施します。

出席状況も良好ですが、通常の授業日と同様に、欠席の

際には保護者の皆様から学校へのご連絡をお願いします。

2016年（平成28年）1月20日(水) 三 刀 屋 高 校 だ よ り 第103号（８）

編
集
後
記
に
か
え
て

世
界
に
求
め
ら
れ
る

「
許
し
難
き
を
許
す
」
心

「
如
己
愛
人
」
の
心

保護者の皆様へ

この学校だよりがお手元に届く頃には、すでに大学入試

センター試験を終えていますが、３年進学志望者にとって

はいよいよ受験シーズン本番を迎えます。

今のところ、インフルエンザ、ノロウィルスによる感染

性胃腸炎等の流行は本校でもありませんが、その分油断が

心配です。悔いなき受験となるよう、体調管理には万全を

期してもらいたいと思います。万が一高熱が出た際には必

ず医療機関で受診し、学校へのご連絡もお願いいたします。


